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令
和
３
年
９
月
以
降
、
11
月
２
日
に

第
６
回
臨
時
会
、
29
日
に
第
７
回
臨
時

会
、
12
月
２
日
か
ら
８
日
ま
で
の
会
期

で
第
８
回
定
例
会
、
さ
ら
に
21
日
に
第

９
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
一
般
会
計
補
正
予
算
が
提
案
さ

れ
、
合
計
で
４
億
９
２
９
１
万
３
千
円

の
増
額
予
算
が
可
決
と
な
り
、
総
額
は

99
億
９
３
５
６
万
１
千
円
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
号
は
、
12
月
議
会
定
例
会
と
臨
時

会
で
決
ま
っ
た
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
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臨時会３回、定例会１回開催

予算を慎重に審議予算を慎重に審議

　コロナ禍で減収となった従業員５人以下の小規
模事業者等に対し、家賃等を支援

　コロナ禍で減産となった川俣シャモ１羽につき
500円を交付

3480万円 1250万円

タクシー等、卸小売等の小規模事業者に対する支援（第6回臨時会） 川俣シャモ減産に対する支援（第6回臨時会）

一般会計総額は
99億9356万1千円

※12月21日臨時会時点
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12月議会
定例会ほか コロナ対策補正コロナ対策補正

　コロナ禍等の影響で、大幅に下落した主食用米
１袋（30㎏）あたり300円を交付

　町民税非課税世帯の負担軽減のため１世帯につ
き5000円分の灯油券を配布

　コロナ禍で減収となった従業員５人以下の医
療・福祉事業所に対し、家賃等を支援

　コロナ禍の子育て世帯に、18歳以下ひとりに
つき一律10万円を現金で給付する給付金

240万円

850万円

1050万円

合計 1億2000万円

米価下落に対する支援（第9回臨時会）

福祉灯油購入費の助成（第9回臨時会）

小規模医療・福祉事業者への支援（第9回臨時会）

子育て世代への臨時特別給付金（第8回定例会・第9回臨時会）
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会
費
な
ど
で
対
応
し
て
い
ま

す
。　
　
（
学
校
教
育
課
長
）

②
復
興
庁
が
主
催
し
、
大
阪

市
内
で
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
行

う
経
費
で
す
。

③
地
域
に
精
通
し
て
い
る
方
、

先
輩
移
住
者
な
ど
12
名
で
組

織
す
る
委
員
の
報
酬
で
す
。

（
産
業
課
長
）

●
議
案
第
１
１
０
号

（
12
月
21
日
臨
時
会
）

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

【
概
要
】
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
２
億
７
６
３
２
万
２
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
99
億
９

３
５
６
万
１
千
円
と
す
る
も

の
。

　
　
　

米
価
下
落
に
対
す
る

支
援
と
し
て
、
事
前
に
開
催

さ
れ
た
総
務
産
業
委
員
会
で

は
、
30
キ
ロ
当
た
り
３
０
０

円
の
支
援
策
に
対
し
、
委
員

会
か
ら
は
キ
ロ
当
た
り
１
５

０
０
円
を
要
望
し
て
い
た
。

し
か
し
、
今
般
、
何
ら
説
明

も
改
善
も
な
く
議
案
と
し
て

提
案
さ
れ
た
。
今
後
も
こ
の

●
議
案
第
１
０
４
号

（
12
月
定
例
会
）

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

【
概
要
】
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
億
７
２
１
１
万
円
を
追

加
し
、
総
額
を
97
億
１
７
２

３
万
２
千
円
と
す
る
も
の
。

　
　
　

①
飯
坂
小
学
校
閉
校

記
念
碑
整
備
事
業
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
の

小
学
校
で
は
行
わ
な
い
の
か
。

②
地
域
魅
力
向
上
発
信
事
業

の
委
託
料
の
内
容
は
。

③
移
住
定
住
促
進
事
業
の
委

員
報
酬
の
内
容
は
。

（
高
橋
清
美
議
員
）

　
　

①
飯
坂
小
学
校
分
は
、

飯
坂
財
産
区
会
計
か
ら
繰
り

入
れ
て
支
出
す
る
分
を
予
算

計
上
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の

廃
校
に
な
る
学
校
で
も
趣
向

を
凝
ら
し
た
催
し
を
検
討
し

て
お
り
、
町
で
予
算
化
し
た

金
額
の
ほ
か
に
か
か
る
分
を

よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
。

（
菅
野
清
一
議
員
）

　
　

委
員
会
か
ら
提
案
さ
れ

た
内
容
に
つ
い
て
は
、
自

分
と
し
て
も
十
分
に
協
議
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
結
果
と
し

て
こ
の
よ
う
な
議
案
提
案
と

な
っ
た
。
そ
の
経
過
に
つ
い

て
、
委
員
会
に
伝
え
な
い
ま

ま
提
案
し
て
し
ま
っ
た
。
今

後
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い

よ
う
気
を
つ
け
ま
す
。
協
議

に
つ
い
て
は
、
国
、
県
、
Ｊ

Ａ
か
ら
の
支
援
や
コ
メ
政
策

の
現
況
を
踏
ま
え
、
決
断
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。（
町
長
）

　
　
　

①
桑
折
町
が
経
営
所

得
安
定
対
策
を
行
っ
て
い
る

が
、
町
で
は
こ
の
事
業
を
行

う
農
家
は
何
人
か
。

②
個
人
で
縁
故
米
を
販
売
し

て
い
る
数
は
把
握
し
て
い
る

の
か
。　
（
高
橋
清
美
議
員
）

　
　

①
桑
折
町
で
の
経
営
所

得
安
定
対
策
は
、
飼
料
米
作

付
に
係
る
も
の
で
、
当
町
で

は
給
付
の
対
象
外
で
す
。
飼

料
米
作
付
の
生
産
者
は
19
人

で
す
。

②
今
回
の
補
助
事
業
の
対
象

外
と
し
て
い
ま
す
。
縁
故
米

の
把
握
は
情
報
が
な
く
把
握

で
き
ま
せ
ん
。（
産
業
課
長
）

　
　
　

コ
メ
生
産
は
農
業
の

基
本
で
あ
る
。
金
額
と
し
て

は
少
な
い
と
考
え
る
。

（
石
河
ル
イ
議
員
）

　
　

コ
メ
生
産
、
政
策
の
現

況
を
鑑
み
、
こ
の
支
援
を
決

定
し
ま
し
た
。　
　
（
町
長
）

　
　
　

子
育
て
世
帯
臨
時
交

付
金
の
支
給
は
、
令
和
３
年

12
月
と
令
和
４
年
１
月
以
降

に
分
け
て
支
出
さ
れ
る
よ
う

だ
が
、
年
度
内
に
完
了
す
る

の
か
。（
佐
藤
喜
三
郎
議
員
）

　
　

満
15
歳
以
下
の
児
童
手

当
支
給
対
象
の
世
帯
と
、
高

校
生
等
の
世
帯
と
で
、
支
出

す
る
時
期
は
異
な
り
ま
す
が
、

年
度
内
完
了
の
予
定
で
す
。

（
子
育
て
支
援
課
長
）

4

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答

答答

答答

予
算
の
補
正

主
な
議
案
と
質
疑
応
答

主
な
議
案
と
質
疑
応
答

価格暴落により稲作農家の減少が懸念される
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第93号 令和３年度川俣町一般会計補正予算（第４号） 可決（全会一致）

議　案 件　　　　　　　　　　　　　　　　名 審 議 結 果

11月～12月に開催した議会審議結果

11月２日開催　第６回議会臨時会

11月29日開催　第７回議会臨時会

12月２日～８日開催　第８回議会定例会

12月21日開催　第９回議会臨時会

第94号

第95号

第96号

第97号

第98号

第99号

議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

川俣町長等の給与に関する条例の一部を改正する条例

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

令和３年度川俣町一般会計補正予算（第５号）

令和３年度川俣町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

令和３年度川俣町介護保険特別会計補正予算（第３号）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

第100号

第101号

第102号

第103号

第104号

第105号

第106号

第107号

第108号

第109号

動産の取得について

福島県新産業創出等推進事業促進計画に基づく町税の特例に関する条例

福島県特定事業活動振興計画に基づく町税の特例に関する条例

川俣町減債基金の設置、管理及び処分に関する条例の一部を改正する条例

令和３年度川俣町一般会計補正予算（第６号）

令和３年度川俣町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）

令和３年度川俣町介護保険特別会計補正予算（第４号）

令和３年度川俣町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

令和３年度川俣町工業団地造成事業特別会計補正予算（第２号）

令和３年度川俣町飯坂財産区特別会計補正予算（第１号）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

第110号 令和３年度川俣町一般会計補正予算（第７号） 可決（全会一致）
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受理
番号 付託委員会 件　　　　名 請願者住所及び氏名 紹介議員

氏　　名
審査
結果

１ 総 務 産 業
常任委員会

事故多発交差点ほか、交通事故
防止と安全対策に係る請願書

川俣町大字鶴沢字
川端30－19

櫻井　英夫

高橋　清美
山家　恵子 採択

12月定例会請願審査結果

　令和２年産の主食用米については、人口減少等に
よる需要減少に加え、新型コロナウイルス感染症の
感染拡大に伴う業務用米の需要減少等により、適正
水準を大幅に超える過大な在庫が生じている。
　国は、各産地で主食用米の作付け転換に取り組ん
だ結果、需要均衡に必要とされる過去最大規模の６
万７千ヘクタールの転換がほぼ達成されたとしたが、
これはコロナ禍による予期せぬ需要減少まで見込ん
だものではなく３年産米の作柄によっては、更なる
在庫の積み増しが懸念される。更に、コロナ禍で米
の需要低迷が長期化する中、２年産米がこの秋以降
に持ち越されれば、３年産米の需給緩和と米価下落
は避けられず、４年産作付け転換への上乗せも懸念
される。
　コロナ禍による需要減少は産地の努力で対応でき
る範囲を超え、需給緩和と米価下落が農業者へ与え
る影響は深刻なものがあり、当町農業への影響は甚
大である。
　よって、国においては次の事項を確実に実現され
るよう強く要望する。
１　買入枠拡大等を含めた政府備蓄米制度の運用改
善等あらゆる政策を総動員し、国が責任をもって
市場隔離を実施すること。
２　米価下落により減収となっている主食用米の生
産者に対して、持続可能な経営支援を行い、米の
保管場所確保に向けて倉庫の新設や低温倉庫の改
修に係る支援策を講じるとともに、出来秋に向け
た出口対策をさらに強化・拡充すること。

３　欧米並みの食糧支援制度を創設し、困窮する生
活困難者や学生に対し、過剰米を有効活用し、食
糧支援の強化及び過大在庫の適正化を実現するこ
と。
４　米の消費量は約25年で３割程度減少したほか、
コロナ禍により10万トンの需要が消滅した。こ
れら国産米の需給状況に応じて、ガット・ウルグ
アイ・ラウンドで合意された77万トンの過大な
ミニマム・アクセス米の輸入を中止または縮小す
ること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を
提出する。

　令和３年12月８日

衆議院議長　細　田　博　之　様
参議院議長　山　東　昭　子　様
内閣総理大臣　岸　田　文　雄　様
外 務 大 臣　林　　　芳　正　様
農林水産大臣　金　子　原二郎　様

福島県伊達郡川俣町議会

米価下落に対する緊急対策を求める意見書

12月議会定例会における議員提案は１件で、次の意見書を関係機関に送付しました。
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まちの課題を問う !まちの課題を問う !

一 般 質 問

山　家　恵　子 議員

蓮　沼　洋　志 議員

石　河　ル　イ 議員

作　田　善　輝 議員

村　上　源　吉 議員

新　関　善　三 議員

菅　野　信　一 議員

高　橋　清　美 議員

●子宮頸がん予防ワクチンについて
●見守り支えあう地域づくりにつ
　いて
●福祉灯油事業への取り組みにつ
　いて

●新型コロナ感染症について
●移住定住促進事業について
●羽田地区住宅団地造成について
●急増する還付金詐欺について

●介護について
●高齢者の補聴器購入に助成を
●福祉灯油の実施を
●町の温暖化対策と実行計画は

●小学校統合に向けた取組について
●小学校の統合で、残された学校
　や園の施設等の活用について
●町道の整備状況について
●川俣町における多文化共生の取
　組について

●米価下落に対しての支援策を
●町長の報酬カット分の使い道に
　ついて
●近畿、立命館、福島大学との連
　携による新産業創出について
●町内全域にWi-Fi整備について

●コロナ感染防止対策の強化につ
　いて
●子育て支援の更なる充実について
●農林業の支援策について

●川俣町移住定住促進事業について
●川俣町の地球温暖化対策について

●道の駅の運営状況は
●令和４年度における重点施策と
　予算は

8

9

11

13

15

10

12

14

12月議会定例会の一般質問には８人の議員が登壇しました。
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一 般 質 問

②
令
和
元
年
度
の
対
象
者
は
１
６
１

人
、
接
種
者
は
ゼ
ロ
。
令
和
２
年
度

の
対
象
者
は
１
６
４
人
、
接
種
者
は

２
人
で
し
た
。

③
積
極
的
勧
奨
が
令
和
４
年
４
月
か

ら
再
開
さ
れ
ま
す
の
で
、
個
別
に
通

知
し
て
勧
奨
し
ま
す
。

④
設
定
さ
れ
た
予
防
接
種
期
間
を
過

ぎ
た
方
も
後
か
ら
接
種
で
き
る
よ
う

に
す
る
制
度
で
す
。

国
の
方
針
を
受
け
対

応
し
ま
す
。

①
国
が
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
の
積
極
的
勧
奨
を
再
開
す

る
が
、
町
の
対
応
と
接
種
者
数
は
。

②
令
和
元
年
度
と
２
年
度
の
対
象
者

数
、
接
種
者
数
は
。

③
積
極
的
勧
奨
再
開
の
際
、
全
て
の

対
象
者
に
、
国
の
方
針
が
変
わ
っ
た

こ
と
な
ど
個
別
通
知
を
出
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
町
の
周
知
方
針
は
。

④
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
制
度
導
入
の
場

合
、
今
ま
で
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
全

対
象
者
に
速
や
か
に
個
別
通
知
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
町
の
対
応

は
。

①
令
和
３
年
10
月
に

対
象
と
な
る
小
学
６

年
生
か
ら
高
校
１
年
生
１
７

８
人
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
通

知
を
郵
送
し
、
そ
の
う
ち
17

人
が
接
種
し
ま
し
た
。

山 家 恵 子 議員
やま　 が　 けい　 こ

8

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
取
り
組
み
は

国
の
方
針
を
受
け
実
施
し
ま
す

質
問

町
長

①
民
生
委
員
の
仕
組
み
と
そ

の
背
景
は
。

②
民
生
委
員
、
協
力
委
員
の
活
動
内

容
は
。

③
高
齢
者
の
み
の
世
帯
に
、
民
生
委

員
を
通
じ
て
お
正
月
用
品
を
届
け
、

安
否
確
認
、
見
守
り
支
援
を
行
え
な

い
か
。 見

守
り
支
え
あ
う

地
域
づ
く
り
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

支
援
を
進
め
ま
す

質
問

原
油
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
。

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
町
民

に
少
し
で
も
暖
か
く
冬
が
過
ご
せ
る

よ
う
、
福
祉
灯
油
事
業
を
実
施
で
き

な
い
か
。今

般
、
原
油
価
格
が
高
騰
し

て
い
ま
す
の
で
、
支
援
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

福
祉
灯
油
事
業
へ
の

取
り
組
み
は

検
討
い
た
し
ま
す

※
12
月
８
日
時
点
。
３
㌻
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

質
問

町
長

①
民
生
委
員
法
に
よ
り
、
全

市
町
村
に
配
置
さ
れ
ま
す
。

町
の
委
員
数
は
55
人
で
す
。
協
議
会

を
設
置
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

町
で
も
民
生
委
員
協
議
会
を
設
置
し
、

月
１
回
の
定
例
会
の
ほ
か
、
支
部
長

会
議
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
担
当
地
区
内
の
高
齢
者
な
ど
、
支

援
が
必
要
な
世
帯
を
福
祉
票
に
記
録

し
、
相
談
対
応
、
支
援
な
ど
を
行
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

③
見
守
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
お
正
月
用
品
に
つ

い
て
は
、
情
報
収
集
し
検
討
し
ま
す
。

町
長

12月21日に実施を決定した福祉灯油券

厚生労働省が作成したパンフレット
※QRコードは厚生労働省の
　ページにリンクします
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ま ち の 課 題 を 問 う

県
内
で
被
害
が
相
次
い
で
お

り
、
近
隣
で
発
生
し
た
場
合
、

防
災
無
線
で
呼
び
か
け
は
で
き
な
い

か
。

防
災
行
政
無
線
は
、
放
送
基

準
を
設
け
、
災
害
な
ど
の
緊

急
的
な
場
合
や
、
選
挙
等
の
全
国
的

な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
伝
達
に
用

い
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
消
費
者

被
害
に
つ
い
て
は
、
そ
の
被
害
状
況

に
よ
り
、
全
町
民
へ
の
注
意
喚
起
が

必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
検
討
し
ま

す
。

９
月
に
移
住
定
住
の
事
務
所

を
開
設
し
た
が
、
そ
の
進
捗

は
。

11
月
末
で
県
内
外
の
39
人
か

ら
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

内
訳
は
、
県
外
28
人
、
県
内
11
人
で

そ
の
う
ち
町
内
の
方
が
４
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

情
報
発
信
と
し
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
９
月
に
作
成
し
配
布
し
て
い
ま

す
。
移
住
定
住
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

12
月
に
完
成
予
定
で
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
採
用
は
、

令
和
１
年
月
に
体
験
ツ
ア
ー
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
が
開
設
し

た
12
市
町
村
移
住
支
援
セ
ン
タ
ー
と

も
連
携
し
て
、
移
住
者
の
獲
得
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

①
３
回
目
の
接
種
は
フ
ァ
イ

ザ
ー
、
モ
デ
ル
ナ
の
両
方
が

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が

ど
う
対
応
す
る
の
か
。

②
コ
ロ
ナ
禍
で
、
仕
事
の
減
少
や
失

職
に
よ
る
生
活
保
護
を
受
け
た
件
数

は
。

③
住
民
税
非
課
税
の
世
帯
は
何
世
帯

あ
る
の
か
。

①
２
回
目
ま
で
の
接
種
と
同

様
の
ワ
ク
チ
ン
が
基
本
と
な

り
ま
す
の
で
、
町
で
は
フ
ァ
イ
ザ
ー

社
製
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
３
回
目

接
種
期
間
に
、
こ
れ
ま
で
未
接
種
の

方
も
接
種
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
り
、

ま
た
、
対
象
年
齢
と
な
る
12
歳
を
迎

え
る
方
に
は
、
毎
月
接
種
の
案
内
を

し
ま
す
。

蓮 沼 洋 志 議員
はす　ぬま　ひろ　 し
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②
令
和
２
年
度
に
お
い
て
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
１
世
帯
１
人
の
方
が

保
護
開
始
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和

３
年
度
で
は
、
こ
れ
ま
で
あ
り
ま
せ

ん
。

③
10
月
末
時
点
で
１
６
８
９
世
帯
で

す
。

質
問

町
長

町
長

町
長

移
住
定
住
の
進
捗
は

移
住
希
望
者
か
ら
相
談
を

受
け
て
い
ま
す　
　
　
　

質
問

質
問

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の

対
応
は

３
回
目
接
種
を
準
備
中
で
す

羽
田
地
区
は
福
島
市
に
近
く
、

農
地
が
多
い
。
農
地
付
き
住

宅
団
地
を
造
成
で
き
な
い
の
か
。

過
去
に
も
住
宅
団
地
造
成
を

検
討
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ

も
事
業
費
の
財
源
に
大
き
な
課
題
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
実
現
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
宅
地
確
保
は
重
要
な
テ
ー
マ

の
一
つ
で
す
の
で
、
引
き
続
き
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

羽
田
地
区
に

住
宅
団
地
造
成
を

財
源
確
保
が
課
題
で
す

還
付
金
詐
欺
対
策
に

防
災
無
線
を

被
害
状
況
に
よ
り

検
討
し
ま
す　
　

質
問

町
長

防災無線の放送基準（抜粋）
※平常時に放送できる内容

１　時報チャイム
２　選挙の投票
３　大規模イベント
４　不審者情報
５　熊等の出没
６　突発的断水
７　その他（町長が判断）
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一 般 質 問

①
耕
作
放
棄
地
へ
の
対
策
は
。

②
米
価
が
低
迷
し
営
農
意
欲

が
著
し
く
低
下
し
て
い
る
。
そ
の
対

策
は
。

①
国
で
は
、
地
域
の
農
地
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
の
策
定
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
本
町
で
は
、
山
木
屋
地
区
、
福

田
地
区
で
既
に
完
成
し
、
現
在
、
小

重
ね
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
高
齢
者

配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
給
食

セ
ン
タ
ー
の
運
営
が
福
島
市
と
共
同

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
課
題
は
大
き
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

10

少
子
高
齢
化
の
現
況
の
中
、

学
校
給
食
の
無
償
化
は
。
段

階
的
に
高
齢
者
も
対
象
に
取
り
組
め

る
よ
う
な
具
体
策
は
あ
る
か
。

町
長
公
約
の
ひ
と
つ
で
あ
る

給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て
は
、

財
源
の
確
保
等
、
総
合
的
な
検
討
を

い
ま
す
。
商
工
会
や
金
融
機
関
か
ら

も
、
お
知
ら
せ
し
て
も
ら
う
な
ど
、

協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
国
県
事
業
と
併
せ
て
、
支
援

に
努
め
ま
す
。

③
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
の
自

粛
等
に
よ
り
、
川
俣
シ
ャ
モ
農
家
も

深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
地

域
ブ
ラ
ン
ド
と
、
地
域
活
力
の
維
持

の
た
め
出
荷
羽
数
の
減
産
分
に
つ
い

て
、
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

五
つ
の
約
束
を
掲
げ
た
藤
原

一
二
町
長
が
誕
生
し
て
早
９

か
月
、
日
々
「
顔
の
見
え
る
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
」
に
努
力
さ
れ
て
い

る
中
で
、
令
和
４
年
度
に
向
け
た
現

況
と
、
公
約
実
現
へ
の
具
体
的
取
組

に
つ
い
て
質
す
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
今
後
の

接
種
方
針
は
。

②
事
業
者
支
援
の
実
態
と
今
後
の
対

策
は
。

③
川
俣
シ
ャ
モ
農
家
へ
の
支
援
策
は
。

①
町
民
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率

は
約
90
㌫
で
す
。
未
接
種
者

に
対
し
て
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で

受
付
し
て
町
内
医
療
機
関
で
個
別
接

種
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

②
コ
ロ
ナ
禍
で
直
接
、
間
接
に
影
響

を
受
け
売
上
が
減
少
し
た
小
規
模
事

業
者
に
対
し
、
一
時
金
を
交
付
し
て

新 関 善 三 議員
にい　ぜき　ぜん　ぞう

質
問

町
長

町
長

質
問 農

林
業
の
支
援
策
は

地
域
で
計
画
と
共
同
作
業
を

進
め
て
い
ま
す　
　
　
　
　

学
校
給
食
の
無
償
化
は

財
源
の
確
保
等
を

検
討
中
で
す　
　

質
問

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
強
化
は

関
係
機
関
と
連
携
し
て
対
応
し
ま
す

島
地
区
で
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
農
地
の
貸
し
付
け
、
集

積
・
集
約
化
を
図
る
た
め
「
農
地
中

間
管
理
事
業
」
を
農
業
委
員
会
等
と

連
携
し
て
推
進
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
地
域
全
体
で
農
地
等
を
維
持
管
理

す
る
「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事

業
」
や
「
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

事
業
」
な
ど
の
共
同
作
業
で
耕
作
放

棄
地
の
抑
制
を
図
っ
て
い
ま
す
。

②
米
農
家
の
安
定
経
営
の
た
め
、「
主

食
用
米
か
ら
飼
料
用
米
へ
の
作
付
転

換
」「
収
入
保
険
へ
の
加
入
促
進
」

を
推
進
し
て
お
り
、
ま
た
、
県
で
令

和
４
年
産
の
種
子
購
入
代
金
の
助
成

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
町
独
自
支
援

に
つ
い
て
も
、
早
急
に
検
討
し
ま
す
。

町
長

学校給食（特別献立）
小学校260円/中学校310円
年間約145千食分の半額補助を

全額にする公約です
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ま ち の 課 題 を 問 う

①
施
設
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
者

の
補
足
給
付
が
削
減
さ
れ
た

が
、
そ
の
影
響
人
数
と
救
済
措
置
は
。

②
入
所
待
機
者
数
と
そ
の
解
消
方
法

は
。

③
在
宅
待
機
者
へ
の
支
援
内
容
は
。

①
令
和
２
年
８
月
か
ら
、
施

設
サ
ー
ビ
ス
と
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
利
用
の
際
の
食
費
に
対
す
る
補

足
給
付
が
見
直
さ
れ
、
収
入
が
あ
る

と
み
な
さ
れ
た
方
の
自
己
負
担
の
上

限
が
、
最
大
で
１
日
当
た
り
６
５
０

円
か
ら
１
３
６
０
円
に
増
額
さ
れ
ま

し
た
。
町
で
の
該
当
者
は
１
１
４
人

で
す
。
大
き
な
経
済
的
困
難
が
生
じ

た
場
合
は
、
近
隣
市
町
村
の
動
向
を

見
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

②
③
重
複
申
込
を
含
め
、
在
宅
で
の

石 河 ル イ 議員
いし　かわ　
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質
問

①
町
民
健
診
で
聴
力
検
査
を

実
施
し
、
難
聴
者
の
把
握
を
。

②
聴
覚
障
害
認
定
を
受
け
る
方
法
は
。

認
定
を
受
け
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

③
高
額
な
補
聴
器
購
入
に
助
成
を
。

質
問 高

齢
者
の

補
聴
器
購
入
に
助
成
を

検
討
を
重
ね
ま
す

待
機
者
が
27
人
、
全
体
で
１
５
２
人

で
す
が
、
比
較
的
早
期
に
入
所
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ご

本
人
と
家
族
の
負
担
を
軽
減
で
き
る

よ
う
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
支
援
し

て
い
ま
す
。

町
長

①
生
活
保
護
制
度
の
中
で
支

給
さ
れ
て
い
る
の
は
何
人
か
。

②
町
と
し
て
実
施
す
る
考
え
は
。

①
生
活
保
護
世
帯
は
70
世
帯

で
す
。
冬
期
加
算
と
し
て
光

熱
費
分
が
上
乗
せ
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

②
灯
油
価
格
の
動
向
を
注
視
し
検
討

し
ま
す
。

質
問 福

祉
灯
油
の
実
施
を

検
討
い
た
し
ま
す

※
12
月
３
日
時
点
。
３
㌻
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
長

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
へ
の

対
応
は

負
担
軽
減
な
ど
に

努
め
ま
す　
　
　

①
聴
力
検
査
は
、
特
定
健
診

の
必
須
科
目
に
は
な
っ
て
お

ら
ず
、
近
隣
町
村
で
も
実
施
し
て
い

な
い
状
況
で
す
。

②
医
師
の
診
断
書
を
添
付
し
て
県
に

申
請
し
ま
す
。
障
害
者
手
帳
が
交
付

さ
れ
る
と
、
等
級
に
応
じ
た
補
聴
器

の
購
入
や
修
理
の
助
成
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

③
聴
力
検
査
を
健
診
項
目
に
加
え
ら

れ
な
い
か
等
、
独
自
の
対
応
策
に
つ

い
て
、
検
討
を
重
ね
ま
す
。

①
公
共
施
設
に
設
置
さ
れ
て

い
る
ソ
ー
ラ
ー
発
電
数
は
。

②
住
宅
用
発
電
設
備
の
設
置
状
況
、

普
及
数
は
。

③
太
陽
光
発
電
の
個
人
事
業
者
は
何

カ
所
か
。

④
本
町
で
の
温
暖
化
対
策
は
。

⑤
本
町
で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
の
取
り
組
み
計
画
は
あ
る
の
か
。

①
役
場
、
公
民
館
、
小
学
校

等
で
合
計
11
施
設
あ
り
ま
す
。

質
問 温

暖
化
対
策
と

実
行
計
画
は

「
地
域
ま
る
ご
と
省
エ
ネ

計
画
」
で
進
め
ま
す　

②
補
助
件
数
は
２
４
９
件
で
、
対
象

外
を
含
め
れ
ば
さ
ら
に
多
く
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

③
公
表
さ
れ
て
い
る
発
電
事
業
計
画

数
は
、
71
件
、
そ
の
う
ち
個
人
が
37

件
で
す
。

④
⑤
町
全
体
で
地
球
温
暖
化
対
策
に

取
り
組
ん
で

い
く
た
め
の

計
画
「
地
域

ま
る
ご
と
省

エ
ネ
計
画
」

に
よ
り
、
再

生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入

利
用
を
促
進

し
ま
す
。

町
長

山木屋復興発電合同会社のメガソーラー

町
長
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一 般 質 問

①
川
俣
町
役
場
地
球
温
暖
化

対
策
実
施
計
画
の
取
り
組
み

状
況
は
。

②
川
俣
町
地
域
ま
る
ご
と
省
エ
ネ
計

画
（
案
）
の
基
本
目
標
達
成
の
た
め
、

各
種
施
策
等
を
ど
う
進
め
る
つ
も
り

か
。
福
島
議
定
書
事
業
に
役
場
も
参

加
事
業
所
と
し
て
加
わ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

③
町
民
及
び
事
業
者
の
理
解
を
ど
の

よ
う
に
し
て
求
め
る
の
か
。
啓
発
イ

ベ
ン
ト
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

④
太
陽
光
発
電
以
外
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
推
進
と
は
何
か
。

①
移
住
定
住
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
開
所
後
の
相
談
件
数
は
。

５
年
で
２
０
０
人
の
目
標
は
達
成
で

き
る
の
か
。

②
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
。
町
長
等
に
よ
る

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

③
移
住
セ
ミ
ナ
ー
、
移
住
体
験
ツ

ア
ー
の
実
施
計
画
は
。
県
外
か
ら
参

加
者
に
、
県
の
交
通
費
等
補
助
金
を

活
用
し
な
い
の
か
。

④
移
住
支
援
策
の
拡
充
は
。

①
11
月
末
で
県
内
外
の
39
人

か
ら
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

②
「
移
住
先
と
い
え
ば
川
俣
町
」
と

い
わ
れ
る
よ
う
、
魅
力
の
磨
き
上
げ

を
行
い
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
作
成
な
ど
を
行
い
ま
す
。

菅 野 信 一 議員
かん　 の　 しん　いち
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質
問

町
長

質
問 町

の
地
球
温
暖
化
対
策
は

計
画
に
定
め
て
推
進
し
ま
す

移
住
定
住
の
取
り
組
み
は

県
等
と
連
携
し
て
進
め
ま
す

①
役
場
の
業
務
執
行
に
お
け

る
環
境
負
荷
軽
減
の
た
め
の

計
画
を
策
定
し
、
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
平
成
25
年
度
を
基
準
年
と
し
、

令
和
12
年
度
ま
で
に
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
量
35
㌫
の
削
減
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

②
地
域
ま
る
ご
と
省
エ
ネ
計
画
は
本

年
７
月
に
策
定
し
、
公
表
し
ま
し
た
。

関
係
団
体
等
と
連
携
・
協
力
し
て
各

種
活
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
体
制
作

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
役
場
の
事
業

所
と
し
て
の
参
加
に
つ
い
て
も
検
討

し
ま
す
。

③
個
人
や
事
業
者
等
が
そ
れ
ぞ
れ
日

常
の
生
活
や
事
業
活
動
の
中
で
、
環

境
意
識
を
高
め
、
創
意
工
夫
し
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
広
報
活
動
や
、
川
俣
シ
ャ
モ
ま

つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
て

啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

④
今
後
、
計
画
に
基
づ
き
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

町
長

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
は
、
移
住
体
験
ツ

ア
ー
な
ど
の
場
で
の
実
施
を
検
討
中

で
す
。

③
県
ほ
か
関
係
団
体
が
主
催
す
る
移

住
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
希
望
者
向
け
の

体
験
ツ
ア
ー
の
ほ
か
、
福
島
大
学
農

林
サ
ー
ク
ル
学
生
向
け
の
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
を
２
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

県
の
交
通
費
補
助
金
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

④
地
域
住
民
、
移
住
者
の
先
輩
に
よ

る
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
施
策
の
拡

充
を
協
議
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

町が作成した移住定住のホームページ
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ま ち の 課 題 を 問 う

②
道
路
整
備
の
基
本
方
針
、
整
備
基

準
は
。

③
道
路
整
備
に
お
け
る
課
題
は
。

④
予
算
の
集
中
と
選
択
に
よ
り
、
効

率
的
に
整
備
は
で
き
な
い
の
か
。

①
町
道
西
方
飯
野
線
ほ
か
、

６
路
線
を
整
備
中
で
、
計
画

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

②
町
振
興
計
画
に
約
80
の
町
道
整
備

を
計
画
し
、
国
庫
補
助
金
や
起
債
な

ど
財
源
を
考
慮
し
な
が
ら
進
め
て
い

ま
す
。

③
財
源
、
予
算
の
確
保
が
大
き
な
課

題
で
す
。

④
国
県
補
助
金
の
対
象
と
な
る
路
線

か
、
ま
た
、
国
県
事
業
に
併
せ
て
実

施
で
き
な
い
か
な
ど
の
事
情
が
関
係

し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

①
廃
校
舎
、
園
の
活
用
は
。

②
施
設
の
管
理
運
営
は
ど
う

す
る
の
か
。

③
現
状
に
お
け
る
課
題
は
何
か
。

④
今
後
の
事
業
の
進
め
方
は
。

①
統
合
に
向
け
た
取
組
の
進

捗
状
況
は
。

②
現
在
の
未
整
備
事
項
、
課
題
は
何

か
。

③
今
後
の
対
応
は
。

①
校
舎
改
修
は
概
ね
計
画

通
り
進
ん
で
い
ま
す
。
プ

ー
ル
改
築
が
施
工
の
見
直
し
の
た
め
、

完
成
が
令
和
４
年
５
月
に
な
る
見
込

み
で
す
。

②
体
育
館
の
改
修
を
、
令
和
４
年
度

実
施
に
向
け
進
め
て
い
ま
す
。

③
小
学
校
付
近
、
登
下
校
路
の
歩
道

区
間
を
カ
ラ
ー
舗
装
す
る
ほ
か
、
側

溝
の
整
備
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
発
着
所

の
看
板
設
置
な
ど
、
安
全
確
保
に
努

め
ま
す
。

作 田 善 輝 議員
さく　 た　 よし　てる
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統
合
後
の

廃
校
舎
等
の
活
用
は

町
当
局
と
総
合
的
に

検
討
し
ま
す　
　
　

質
問

質
問

①
令
和
２
年
に
関
係
者
か

ら
、
利
活
用
の
ご
意
見
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
町
部

局
と
連
携
し
て
総
合
的
に
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

②
当
面
の
間
は
、
教
育
委
員
会
で
施

設
の
維
持
管
理
を
し
て
い
き
ま
す
。

③
公
共
施
設
と
し
て
活
用
す
る
か
、

民
間
活
力
に
よ
り
活
用
す
る
か
、
な

ど
、
情
報
収
集
に
努
め
ま
す
。

④
閉
校
と
な
る
小
学
校
は
、
３
月
下

旬
に
閉
校
式
を
行
い
、
そ
の
後
、
施

設
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

町
長

教
育
長

教
育
長

小
学
校
統
合
に
向
け
た

取
り
組
み
は

概
ね
計
画
通
り　

進
捗
し
て
い
ま
す

①
現
在
の
町
道
の
整
備
状
況

は
。

町
道
の
整
備
状
況
は

財
源
の
確
保
が　

大
き
な
課
題
で
す

質
問

多
文
化
共
生
の

取
り
組
み
は

町
当
局
と
総
合
的
に

検
討
し
ま
す　
　
　

質
問

①
町
内
在
住
の
外
国
人
の
状

況
は
。

②
そ
の
方
々
へ
の
対
応
は
。

③
多
文
化
共
生
の
取
り
組
み
の
課
題

は
。

④
今
後
の
取
り
組
み
姿
勢
は
。

①
10
月
末
時
点
の
外
国
人
登

録
者
数
は
、
１
４
５
人
で
す
。

②
国
際
交
流
協
会
で
の
日
本
語
教
室
、

料
理
教
室
な
ど
で
相
互
理
解
に
努
め

て
い
ま
す
。

③
災
害
等
の
緊
急
事
態
の
際
の
情
報

伝
達
な
ど
が
課
題
で
す
。

④
外
国
人
も
住
民
と
し
て
住
み
よ
い

環
境
作
り
に
つ
い
て
情
報
収
集
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

町
長

国
ベ ト ナ ム
中 国
フィリピン
インドネシア
モ ン ゴ ル
韓 国

他
合　　　計

男
12
9
4
28
0
1
3
57

女
30
22
28
3
3
1
1
88

合計
42
31
32
31
3
2
4
145

町内の外国人登録者数
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一 般 質 問

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

③
農
林
業
に
つ
い
て
は
、
新
規
就
農

者
の
確
保
、
担
い
手
育
成
の
た
め
の

相
談
、
支
援
体
制
の
連
携
・
充
実
、

鳥
獣
害
被
害
の
防
止
の
た
め
の
取
り

組
み
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
商
工

業
に
つ
い
て
は
、
工
業
団
地
に
誘
致

し
た
企
業
等
と
の
連
携
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
コ
ー
ス
ト
構
想
を
意
識
し
た

大
学
等
と
連
携
し
、
活
性
化
策
を
検

討
中
で
す
。

④
「
原
発
事
故
か
ら
10
年
目
を
迎
え
、

ハ
ー
ド
事
業
か
ら
ソ
フ
ト
事
業
へ
の

転
換
」「
家
畜
飼
料
作
物
中
心
の
復

興
事
業
か
ら
も
っ
と
多
く
の
農
家
が

参
入
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
の
整

備
」「
山
木
屋
地
区
に
お
け
る
先
端

技
術
産
業
の
実
証
基
地
の
整
備
と
豊

か
な
自
然
・
歴
史
・
景
観
を
生
か
し

た
リ
ゾ
ー
ト
化
」
の
三
つ
の
視
点
で

進
め
、
進
捗
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

⑤
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
や
川
俣
シ
ャ

モ
ま
つ
り
、
コ
ス
キ
ン
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
、
里
山
、
古
関
裕
而
氏
ゆ
か
り

の
地
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
数
多
く
の

観
光
資
源
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
連

携
さ
せ
、
繰
り
返
し
、
何
度
も
本
町

を
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

選
挙
公
約
の「
五
つ
の
約
束
」

に
つ
い
て
、
令
和
４
年
度
は

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
営
業

保
障
の
充
実
は
。

②
子
育
て
支
援
の
更
な
る
充
実
は
。

③
農
林
業
・
商
工
業
へ
の
支
援
の
充

実
と
強
化
は
。

④
復
興
事
業
の
総
点
検
と
新
た
な
復

興
計
画
の
推
進
は
。

⑤
観
光
事
業
の
充
実
と
発
展
は
。

①
令
和
３
年
９
月
以
降
、
町

内
で
の
新
規
感
染
者
は
発
生

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
引
き
続
き
マ
ス

ク
着
用
、
手
指
の
消
毒
、
換
気
な
ど
、

広
報
や
注
意
喚
起
に
努
め
ま
す
。
現

在
、
直
接
間
接
の
影
響
を
受
け
た
事

業
所
へ
の
第
４
段
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
状
況
に
応
じ
て
、
支
援

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

②
町
長
公
約
の
「
学
校
給
食
の
無
償

化
」
に
つ
い
て
は
、
財
源
の
確
保
等

総
合
的
に
検
討
中
で
す
。「
公
園
な

ど
、
子
ど
も
の
遊
び
場
の
整
備
」
に

つ
い
て
は
、
認
定
こ
ど
も
園
の
改
修

後
、
残
さ
れ
た
校
庭
を
用
い
る
な
ど
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
後
、

１
年
半
以
上
経
過
し
て

い
る
が
各
施
設
の
運
営

状
況
と
今
後
の
課
題
は
。

コ
ロ
ナ
禍
の
外

出
自
粛
等
に
よ

り
、
精
確
な
比
較
は
で

き
な
い
状
況
で
す
。
８

月
か
ら
来
場
者
に
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

概
ね
好
評
価
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
で
い
た
だ

い
た
意
見
を
反
映
し
て

い
け
る
よ
う
改
善
に
努

め
ま
す
。

高 橋 清 美 議員
たか　はし　きよ　 み
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道
の
駅
の
運
用
状
況
は

さ
ら
な
る
改
善
に
努
め
て
い
き
ま
す

質
問

町
長

11月に開催された道の駅リニューアル１周年イベント

令
和
４
年
度
に
お
け
る

重
点
施
策
と
予
算
は

公
約
の
実
現
に
努
め
ま
す

質
問

町
長



かわまた議会だより

ま ち の 課 題 を 問 う

町
長
公
約
の
「
町
内
全
施
設

に
ワ
イ
フ
ァ
イ
整
備
」
の
検

討
は
さ
れ
た
の
か
。

指
定
避
難
所
等
か
ら
整
備
を

進
め
て
お
り
、
地
区
公
民
館

等
な
ど
に
優
先
的
に
整
備
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

①
③
国
県
で
進
め
て
い
る

「
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ

ー
ス
ト
構
想
」
を
念
頭
に
置
き
な
が

ら
、
工
業
団
地
入
居
企
業
と
連
携
し

て
進
め
て
い
ま
す
。
中
山
工
業
団
地

で
は
、
ア
サ
ヒ
通
信
株
式
会
社
で
研

修
施
設
と
工
場
増
設
を
、
西
部
工
業

団
地
で
は
、
ベ
ル
グ
福
島
株
式
会
社

と
研
究
設
備
の
整
備
を
計
画
し
て
お

り
、
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
新

産
業
の
創
出
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

②
既
存
の
対
策
事
業
に
加
え
、
大
学

と
の
連
携
に
よ
り
、
振
興
施
策
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
近
畿
大
学
農
学
部

で
は
、
町
内
農
産
物
を
活
用
し
た
商

品
開
発
を
、
福
島
大
学
食
農
学
類
で

は
「
農
林
サ
ー
ク
ル
」
の
川
俣
班
15

人
に
山
木
屋
地
区
の
農
業
支
援
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
将
来
の
新
規
就
農

者
育
成
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

一
袋（
30
キ
ロ
）当
た
り
２
千

円
を
補
助
す
べ
き
と
思
う
が
。

村 上 源 吉 議員
むら　かみ　げん　きち

15

米
価
下
落
に
支
援
策
を

早
急
に
検
討
い
た
し
ま
す

※
12
月
３
日
時
点
。
３
㌻
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長
の
選
挙
公
約
で
報
酬
20

㌫
を
カ
ッ
ト
し
た
が
、
そ
の

使
い
道
は
。

削
減
分
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め

の
各
種
事
業
、
た
と
え
ば
事
業
者
支

援
給
付
金
や
、
遠
隔
診
療
環
境
体
制

構
築
実
証
事
業
な
ど
の
事
業
に
充
当

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

質
問

町
長 町

長
報
酬
カ
ッ
ト
の

使
い
道
は

感
染
症
対
策
に　
　

充
当
さ
れ
て
い
ま
す

町
内
全
施
設
に

※

ワ
イ
フ
ァ
イ
整
備
は 

地
区
公
民
館
等
か
ら

計
画
中
で
す　
　
　

①
ど
の
よ
う
な
新
産
業
が
図

ら
れ
た
の
か
。

②
耕
作
放
棄
地
に
歯
止
め
を
か
け
ら

れ
る
事
業
は
検
討
さ
れ
、
実
現
で
き

る
の
か
。

③
最
先
端
技
術
産
業
の
実
証
基
地
整

備
の
検
討
は
な
さ
れ
て
、
い
つ
実
現

す
る
の
か
。

質
問 各

大
学
と
の
連
携
に

よ
る
新
産
業
創
出
は

工
業
団
地
入
居
企
業
等
と

連
携
し
て
い
ま
す　
　
　

令
和
３
年
米
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
外
食
産
業
の
需
要
の

減
少
な
ど
に
よ
り
、
60
キ
ロ
当
た
り

８
３
０
０
円
、
令
和
２
年
産
米
に
比

べ
３
２
０
０
円
の
下
落
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
「
主
食
用
米
か
ら
飼
料
用
米
へ
の

作
付
転
換
」「
収
入
保
険
へ
の
加
入

大幅に価格が下落した令和３年産米

促
進
」
を
推
進
し
て
お
り
、
ま
た
、

県
で
令
和
４
年
産
の
種
子
購
入
代
金

の
助
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
町
独

自
支
援
に
つ
い
て
も
、
早
急
に
検
討

し
ま
す
。

町
長

WiFi（ワイファイ）…無線でインターネット等に接続可能にする仕組み



かわまた議会だより

　９月に実施したアンケートには、大勢の方のご協力をいただき、誠にありがとう
ございました。皆さまのご意見は、今後の調査活動にいかしてまいります。

16

問1、問2

0

20

40

60

80

100

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上 無回答または
複数回答

回答者の性別、年齢

11
17

1
7 7

31

13

28

9

75

93

52

男性
女性
無回答

32

11
4 1 1 1

※誌面の都合上、結果の一部を抜粋して掲載いたします。
※全文は、委員会の中間報告書とあわせて議会ホームページに掲載したほか、各公民館、役場で
　ご覧いただけます。ＱＲコードまたは「川俣町議会 アンケート」で検索してください。

【アンケートの概要】

●対　　象　自治会、行政区長協議会、民生委員など、まちづくり関係団体に直接配布のほか、各公民館など
　　　　　　公共施設窓口に用紙と回収箱を設置。川俣高校にも依頼し配布。
●配布部数　９７３部
●回 収 数　３９４部（回収率40.5％）

議会に関する
　　アンケート結果
議会に関する
　　アンケート結果
議会に関する
　　アンケート結果

議会改革等に関する調査特別委員会
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回答者の居住地区

問3
議会で決定した内容や、審議している内容
について、話題にしますか。

問4

議会定例会の開催月や、緊急に臨時会が
開かれることを知っていますか。

問5

議会を傍聴したり、インターネットで中継をみたりしたことはありますか。

問6

0 100 200 300

議会で傍聴したことがある

パソコンで見たことがある

スマートフォンで見たことがある

傍聴したことや、中継を見たことはない

無回答

川俣旧町内
32％

飯坂
13％

小島
11％

福田
9％

鶴沢
8％

福沢
7％

小神
5％

小綱木
5％

その他
4％

大綱木
3％

山木屋　2％
無回答または
複数回答
1％

よく話題にする
8％

たまに話題にする
51％

ほとんど
話題にしない
41％

知っている
59％

知らない
40％

無回答　1％

58

69

19

261

4

議会定例
開かれる
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議会だよりを読んでいますか。

問7
身近に相談できる議員はいますか。

問8

自分の知っている議員が、どんな意見を
述べ、賛否に加わったか知っていますか。

問9
議員が議会のほか、会議や研修会、地域行事に
出席していることを知っていますか。

問10

町長が執行権を持ち、議会が議決権を持って、一方が独断専行
しないようバランスを保っていることを知っていますか。

問11

読んでいる
56％

たまに読む
34％

読んだことがない
9％

無回答　1％ 無回答　1％

いる
47％

いない
52％

よく知っている
11％

だいたい
知っている
47％

ほとんど知らない、
関心がない
40％

無回答　2％

無回答　2％

無回答　1％

知っている
29％

なんとなく知っている
43％

知らない
27％

知っている
24％

だいたい知っている
43％

知らない
31％
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議会や議員の役割で期待することは何ですか。

問12

議会が住民の意見を反映させるため、
また、議員のなり手を増やすために必要だと考えることは何ですか。

問13

問14
議員報酬月額は妥当だと思いますか。

0 100 200 300

町当局の監視、チェック機能を高めてほしい

懇談会や報告会など、住民と接する機会を増やしてほしい

子ども議会

女性議会

その他の模擬議会

政策サポーター制度

議会モニター制度

その他の住民支援制度

その他（自由記載）の取組

その他

議員自ら政策を立案し、提言を行ってほしい

研修会や視察研修を積極的に行い資質の向上に努めてほしい

議会や委員会の内容や交わされた意見について
情報公開を積極的に行ってほしい

タブレット端末やオンライン会議など先進技術を導入し
効果的で効率的な審議と情報共有に努めてほしい

0 50 100 150 200

179

246

217

89

67

186

54

134

128

31

107

171

6

35

安い
18％

妥当
50％

高い
22％

無回答
10％

議会改革等調査特別委員会では引き続き、
よりよい議会のあり方について調査して
まいります。皆様のご協力を、よろしく
お願いいたします。

※報酬月額
　議　長　338千円
　副議長　254千円
　議　員　228千円
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第18回
（令和3年11月1日）

ほか

き
め
細
や
か
な
コ
ロ
ナ
対
策
支
援

き
め
細
や
か
な
コ
ロ
ナ
対
策
支
援

小
規
模
事
業
所
等
に
も
一
時
金
、
給
付
金

　長引くコロナ禍により、直接・間接の被害が拡大していることに伴い、
当局が卸・小売業、タクシー業等へも一時金を、川俣シャモ生産者に給
付金を支給することとし、提案議案の説明がありました。
　さらに、12月定例会で一般質問、意見書があった主食用米の生産者に
対する支援や、国が実施する臨時特別給付金も決定され、12月21日に
臨時議会が招集され、提案議案の説明がありました。

従業員５人以下の
小売・卸売業

子育て世帯への
臨時特別給付金

住民税非課税
世帯等への臨
時特別給付金

タクシー業
貸切バス業

川俣シャモ生産者

従業員５人以下の
医療・福祉事業者等

主食用として出荷
した令和３年米の
生産者

100社程度

※1250人

•住民税非課税の
　1700世帯
•家計が急変した
　世帯200世帯

５社程度

農家12名
法人１社

30社程度

180名程度

一時金として
•賃貸物件：50万円
•自己所有：20万円

０歳から高校３年
生までの子ども一
人につき
※10万円を給付

１世帯につき
10万円を給付

一時金として
•タクシー１台当たり10万円
•貸切バス１台当たり10万円

支援給付金として
前年比で減産した羽数につき、
１羽当たり500円

一時金として
•賃貸物件：50万円
•自己所有：20万円

一袋（30キロ）当たり
300円

11月２日
臨時会

※国の方針変更を受
け、当町では、「所
得制限なし」「一
括現金給付」で対
応されます。

家計急変の世帯は、
令和４年９月末まで
が申請期間です。

12月21日
臨時会

小規模事業者等への支援

国が実施する臨時特別交付金

業　　　種

支援の種別

対象件数等

想定人数

支　　援　　内　　容

支 援 内 容

議決日

備　　　　考

全員協議会レポート
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全員協議会レポート

第18回
（令和3年11月1日）

第1回
（令和4年1月13日）

福
島
市
近
隣
で
連
携
中
枢
都
市
圏

福
島
市
近
隣
で
連
携
中
枢
都
市
圏

福
島
市
が
中
心
都
市
を
宣
言

　

中
心
都
市
と
そ
の
近
隣
市
町
村
が
連
携
し
て
地
域
の
将
来
像
を
描
く

「
連
携
中
枢
都
市
圏
」
に
つ
い
て
、
そ
の
中
心
都
市
と
し
て
、
福
島
市

が
令
和
３
年
12
月
に
宣
言
す
る
意
向
が
示
さ
れ
、
当
局
か
ら

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

川
俣
町
が
連
携
協
定
に
参
加
す
る
場
合
、

福
島
市
が
示
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、

早
け
れ
ば
令
和
４
年
３
月
に

参
加
の
是
非
を
問
う
議
案
が

提
案
さ
れ
ま
す
。

連携中枢都市宣言
とは

圏域の中心都市が、
近隣市町村と連携して
圏域全体の将来像を描き、
けん引していくことを
宣言するもの。

都市圏ビジョン
とは

宣言した中心都市が、
圏域全体の中長期的

（概ね20年）な将来像を
描き、推進する取組を
まとめたもの。

福島市の宣言内容
圏域の想定は、

二本松市、伊達市、本宮市、桑折町、
国見町、川俣町、大玉村、飯館村の

３市３町２村です。
11月30日に12月議会定例会で
福島市長が連携中心都市となる

ことを宣言しました。

川俣町が
圏域に参加するには
（連携協約締結）

福島市では、令和４年４月からの
連携開始を見据えたスケジュールを

当町にも伝えました。
町が、具体的な取り組みを含む連携
協約を、中心都市である福島市と
締結するときは、議会の議決が

必要となります。

福島市を中心とした
　連携が想定される市町村

福島市が宣言した中心都市の内容（PDF）
※福島市のホームページにリンクします
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全員協議会レポート

第18回
（令和3年11月1日）

ほか

工
業
団
地
に

研
究
施
設
等

工
業
団
地
に

研
究
施
設
等

ベ
ル
グ
福
島
、ア
サ
ヒ
通
信
が
計
画

　工業団地に入居している２事業者が、それぞれ空き区画に研究
施設等を立地させる計画であることが説明されました。アサヒ通
信㈱は令和３年８月に、ベルグ福島㈱は令和３年11月に、それ
ぞれ町と立地協定を締結しています。

立地計画の概要

アサヒ通信㈱

企　　　業

ベルグ福島㈱

中山工業団地
（鶴沢字中山地内）

立　　地

西部工業団地
（鶴沢字雁ヶ作地内）

Ｒ８. ４月

開設予定

Ｒ４. ３月

電気自動車対応のワイヤ
ーハーネス開発、海外ス
タッフ等の生産実習・研
修施設
※新規雇用30名程度

計　　画　　内　　容

植物ワクチン開発、ワク
チン接種苗の実用化のた
めの研究施設
※新規雇用30名程度

　12月７日、請願事項の調査を行いました。
鶴沢字川端地内、さくら調剤薬局前の交差点
では、事故が多発しているので、一時停止標識を再
設置するなどの事故防止対策をとってほしいという
内容で、請願者代表の櫻井英夫さんと、地域住民の
方から、事情を現地で説明していただきました。

　請願の結果は
採択と判断し、
本会議で報告し
ました。なお、
現地では速やか
にカラー舗装の
対策が取られて
います。

　12月７日、遺跡の発掘状況について調査
しました。前田遺跡から発掘された遺物は約

100万点が川俣高校に運ばれ、整理されているほか、
川俣小学校のプール改修に伴い「神宮寺跡遺跡」と
して約千点の遺物が発掘され、役場西庁舎で整理中
です。中央公民館の吉田主任専門員のほか、県文化
振興財団の担当
者にご説明いた
だきました。
　そのほか、改
修中の中央公民
館についても進
捗状況を現地調
査しました。

　12月定例会で各委員会から所管事務調査（先進地現地調査）の実施を議決して
いましたが、新型コロナウイルスの第６波の影響を考慮し、中止といたします。

委員会
総務産業常任委員会
厚生文教常任委員会

調査内容
風力発電の設置について
文化財施設

調査内容
和歌山県和歌山市、兵庫県新温泉町
佐賀県吉野ヶ里町ほか

活
報
動
告

【予定していた所管事務調査】

各委員会の
所管事務調査
（先進地調査）を

中止

総務産業常任委員会 厚生文教常任委員会



議員がまちの“いま”を取材し、レポートします。

ま ち れ ぽ
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　息が白くなる寒さの中、緊張して訪れた体育館では、ネット、ポールを立てる保護者と、ヒザ当てを

付ける子どもの姿が。皆さん、笑顔で迎えてくれました。

　斎藤勝士監督のほか、保護者の皆さんは、コロナ禍ということで、ボールを一つひとつ消毒していま

す。翌日が６年生にとっての最後の大会。練習にも熱が入ります。トス、レシーブ、サーブの動作を丁

寧に、時に厳しいアドバイスを受けながら行います。斎藤監督は「信頼できる、いい仲間づくりが大切。

それは保護者にとっても同じ」と、団全体のチームワークを大切にしているそう。コーチの一人は、広

野町から毎回通って指導してくれています。

　子どもたちは、「難しいけど、練習を続けると、できるようになる。一人ひとりが上達して、みんなで、

点を取れたときはうれしい。」と、週に４回ある練習もぜんぜん気にしていない様子。保護者の皆さんも、

パス回しをして楽しんでいるそう。

　町内のバレーボールスポ少は年々減少し、今では、福沢だけになりました。監督は、卒業する６年生

が中学に入っても続けられればと、バレー部との

練習試合なども企画しています。

　少子化で団体競技を続けることが年々困難にな

りつつあります。子どもたちが、機会を失うこと

なく、やりたいスポーツを、いきいきと続けられ

る環境づくりについて、もっともっと

勉強していきたいと思いました。

【担当】山家　恵子 広報編集委員斎藤監督の指導のもとサーブ！（ドキドキ）

子どもたちの元気な声が飛び交う福沢スポ少

福沢（バレーボール）
スポーツ少年団
取材は12月10日㈮　午後７時～

第2回

●部員数
　小学生11人
●練習日
　毎週月・水・金曜日　午後7時～午後９時
　毎週日曜　午前９時~正午
●練習場所
町体育館、川俣中学校体育館、富田小学校体育館

●連絡・問合せ
監督の斎藤様（☎090－6457－5060）まで。
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２
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。
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こ
れ
か
ら
は
、
町
の
子
ど
も
た
ち
が

「
川
俣
に
住
み
続
け
た
い
と
思
う
ま
ち

づ
く
り
」
が
人
口
減
少
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最
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な
い
か
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思
い
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す
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　私は、川俣町に引っ越してきてから町
の皆さんの優しさに何度も支えられ、大
変感謝しています。現在の職場は福島市
ですが、町に戻るとホッとしますし、ず
っと、町に恩返しをしたい、という気持
ちでいます。
　私は現在、手話通訳活動をしています
ので、福祉の方面でお役に立てればうれ
しいです。商工会議所の夏祭りで、手話
ボランティアをしたことがあります。耳
の聞こえない方も一緒に楽しむことがで
きるよう、イベントのお手伝いができた
らと思います。
　コロナ禍で、デジタル化も進んでいま
すが、人と人のつながりは必要ですし、
根本的なもので、それはこれからも変わ
らないと思います。川俣町の皆さんの助
け合いの精神を大切に、これからも町づ
くりを進めていってほしいと思います。
自分もその一員として、共助社会の川俣
町をつくっていけたらと思います。

つながりと
助け合いの
川俣町を

編
集
後
記

編
集
後
記

かわまた議会だより　第180号
●皆様の議会傍聴お待ちしています●

　住民アンケ―ト結果（16～
19Ｐに掲載）では、４割の方
が「議会の開催月を知らない」
と回答しました。
　議会は、町の決まりごとや、
お金の使い道を決定する重要な
「住民意思の決定機関」です。皆さまの暮らしを
よくするために、様々な議論や意見をしています
ので、ぜひ、議会中継をご覧ください。

　また、議会に対するご意見がありましたら、身
近な議員または議会事務局（※本誌面の最下段を
ご覧ください）まで、お寄せください。

議会中継を
　　ぜひご覧ください
議会中継を
　　ぜひご覧ください

３月定例会

６月定例会

９月定例会

12月定例会

３月３日㈭～16日㈬　※予算を審議します。

６月２日㈭～８日㈬

９月１日㈭～15日㈭　※決算を審査します。

12月１日㈭～7日㈬

令和４年の議会日程（予定）

議会中継の見方

右上のＱＲコード
でアドレスを読み
込むか、「川俣町
議会中継」で検索
してください。


